
平
成
27
年
度
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る

基
本
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

 

公
益
重
視
の
管
理
経
営
の

一
層
の
推
進

 

重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
た

管
理
経
営
の
推
進

　

日
本
の
国
土
の
約
２
割
、森
林
面
積
の
約
３

割
を
占
め
る
国
有
林
野
は
、そ
の
多
く
が
奥
地

脊せ
き

梁り
ょ
う

山
地
や
水
源
地
域
に
分
布
し
、国
土
保
全

や
水
源
涵か
ん

養
、自
然
環
境
の
保
全
等
、公
益
的
機

能
の
発
揮
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す

【
図
１
】。

　

国
有
林
野
事
業
で
は
、
公
益
重
視
の
管
理
経

　
国
有
林
野
事
業
で
は
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
国
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
「
国
有
林
野
の
管

理
経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
国
有
林
野
の
管
理
経
営
を
行
い
、
毎
年
、
そ
の
前
年
度
に
お
け

る
実
施
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
管
理
経
営
基
本

計
画
に
つ
い
て
、２
年
目
に
当
た
る
平
成
27
年
度
の
実
施
状
況
を
公
表
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

営
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
国
有
林
野
を

重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
て
５
つ
の
タ
イ
プ
に

区
分
し
、
森
林
施
業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
山
地
災
害
防
止
タ
イ
プ
」
で
は
、

土
砂
崩
れ
、
土
砂
の
流
出
等
の
山
地
災
害
等
を

防
ぐ
た
め
、
間
伐
等
の
施
業
に
よ
り
下
層
植
生

の
発
達
等
を
促
し
て
い
ま
す
。「
自
然
維
持
タ

イ
プ
」
で
は
、
特
に
原
生
的
な
森
林
生
態
系
や

希
少
な
生
物
が
生
育
・
生
息
し
、
厳
格
な
保
護
・

管
理
が
必
要
な
森
林
を
保
護
林
と
し
て
設
定
す

る
な
ど
、
森
林
生
態
系
の
保
全
等
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
水
源
涵か
ん

養
タ
イ
プ
」
で
は
、

国有林野の分布
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渇
水
や
洪
水
の
緩
和
等
を
目
的
と
し
て
、
長
伐

期
施
業
や
育
成
複
層
林
へ
導
く
た
め
の
施
業
を

行
っ
て
い
ま
す
【
写
真
１
】。

　

あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
区
分
に
応
じ
た
適
切

な
施
業
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
木
材
を
計
画

的
に
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木
材
等
生
産
機

能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

効
果
的
な
路
網
整
備
の
推
進

　

森
林
の
適
切
な
整
備
・
保
全
、
木
材
の
供
給

等
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
林
道
や
森
林
作
業

道
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
路
網
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

路
網
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
地
形
に
沿
っ

た
線
形
と
し
、
現
地
で
発
生
す
る
木
材
や
土
石

を
活
用
す
る
な
ど
コ
ス
ト
の
縮
減
等
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
取
組
に
つ
い
て
、

現
地
検
討
会
等
に
よ
り
、
民
有
林
へ
の
普
及
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
有
林
野
と
民
有
林
野
が
近
接
す

る
地
域
で
は
、
両
者
が
一
体
と
な
っ
た
計
画
的

か
つ
効
率
的
な
路
網
の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

 

治
山
事
業
の
実
施

　

安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
確
保
す
る
た

め
、
治
山
事
業
に
よ
る
荒
廃
地
の
復
旧
整
備
や

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
旧
、
保
安
林
の
機
能
の

維
持
・
向
上
に
向
け
た
整
備
等
を
計
画
的
に
進

め
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
９
月
の
関
東
・
東
北
地
方
の
豪
雨

災
害
に
つ
い
て
、
関
東
森
林
管
理
局
及
び
東
北

森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
野
及
び
民
有
林
野

の
被
害
状
況
を
早
期
に
把
握
す
る
た
め
、
県
と

連
携
し
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上
空
か
ら
の

調
査
を
行
う
な
ど
民
有
林
へ
の
支
援
を
積
極
的

に
行
い
ま
し
た
【
写
真
２
】。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
・
貯
蔵
を
進
め
る
た
め
、
間
伐
等
の
森
林

整
備
や
治
山
施
設
等
に
お
け
る
木
材
利
用
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
約
11
・
２
万
ha
の
間
伐
を
実

施
し
【
写
真
３
】、
林
道
事
業
及
び
治
山
事
業

に
お
い
て
木
材
・
木
製
品
を
約
10
万
㎥
使
用
し

ま
し
た
【
写
真
４
】。

生
物
多
様
性
の
保
全

　

国
有
林
野
は
、
全
国
各
地
に
所
在
し
、
原
生

的
な
森
林
や
多
様
な
植
生
を
有
す
る
な
ど
、
我

が
国
全
体
の
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
根
幹
と

し
て
、
生
物
多
様
性
の
保
全
を
図
る
上
で
極
め

て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
保
護
林
」
や
「
緑
の
回
廊
」

を
設
定
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
た
保
全
・
管
理
と
柔
軟
な
見
直
し
等
を
推

進
し
て
い
る
ほ
か
、
渓
流
等
と
一
体
と
な
っ
た

森
林
の
連
続
性
の
確
保
に
よ
る
森
林
生
態
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
努
め
、
こ
れ
ら
を
通

じ
て
、
生
物
多
様
性
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利

用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、保
護
林
制
度
に
つ
い
て
平
成
27
年
９
月

に
改
正
を
行
い
、保
護
林
区
分
の
再
編
や「
復
元
」

の
考
え
方
の
導
入
、簡
素
で
効
率
的
な
管
理
体
制

の
構
築
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。新
た

な
制
度
の
下
、中
部
森
林
管
理
局
で
は
、世
界
的

に
希
少
な
ヒ
ノ
キ
・
サ
ワ
ラ
等
の
温
帯
性
針
葉
樹

林
で
特
に
厳
正
に
保
護
す
べ
き
区
域
等
に
つ
い

て「
木
曽
生
物
群
集
保
護
林
」を
設
定
し
、保
護
・

管
理
と
、人
工
林
を
天
然
林
へ
と
誘
導
す
る
「
復

元
」に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す【
写
真
５
】。

複層林へ誘導するため、帯状に伐採し再造林した施業
地の様子（北海道森林管理局）

宮城県におけるヘリコプターによる県と合同の被害調査
（東北森林管理局）

列状間伐実施５年後の林分（九州森林管理局）間伐材を使用した校倉式谷止工の全景
（近畿中国森林管理局）

木曽生物群集保護林の将来の林分イメージ
（中部森林管理局）
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森
林
・
林
業
の

再
生
に
向
け
た
貢
献

　

我
が
国
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
貢
献
す
る

た
め
、
民
有
林
関
係
者
等
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
国
有
林
の
組
織
・
技
術
力
・
資
源
を
活

用
し
、
民
有
林
経
営
へ
の
支
援
等
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
取
組
を
行
い
ま

し
た
。

・	

コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
伐
採
か
ら
造
林
ま
で

を
一
体
的
に
行
う
「
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」

な
ど
、
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ

ム
の
実
証
や
民
有
林
へ
の
普
及
を
推
進
し
ま

し
た
【
図
２
】【
写
真
６
】。

・	

林
業
事
業
体
の
創
意
工
夫
を
促
進
し
、
施
業

提
案
や
集
約
化
の
能
力
向
上
等
を
支
援
す
る

た
め
、
総
合
評
価
落
札
方
式
や
複
数
年
契
約

等
の
活
用
に
取
り
組
む
ほ
か
、
都
道
府
県
等

と
連
携
し
た
素
材
生
産
の
発
注
情
報
の
公
開

を
試
行
す
る
な
ど
、
情
報
発
信
の
取
組
を
推

進
し
ま
し
た
。

・	

森
林
管
理
署
と
民
有
林
所
有
者
等
が
協
定
を

締
結
し
、
双
方
が
連
携
し
て
森
林
整
備
を
進

め
る
「
森
林
共
同
施
業
団
地
」
を
、
平
成
27

年
度
末
ま
で
に
１
６
４
箇
所
設
定
し
、
国
有

林
野
と
民
有
林
野
を
接
続
す
る
効
率
的
な
路

網
の
整
備
や
、
連
携
し
た
木
材
の
出
荷
等
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

・	

専
門
的
か
つ
高
度
な
知
識
・
技
術
と
現
場
経

験
を
も
ち
、
地
域
に
お
い
て
指
導
的
な
役

割
を
果
た
す
森
林
総
合
監
理
士
（
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
）
等
の
技
術
者
の
育
成
に
取
り
組
み
、

地
域
の
林
業
関
係
者
の
連
携
促
進
や
「
市
町

村
森
林
整
備
計
画
」
の
策
定
支
援
等
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

・	
産
官
学
連
携
の
下
、
民
有
林
経
営
へ
の
普
及

を
念
頭
に
置
い
た
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
等
に

向
け
た
技
術
開
発
や
、
実
用
段
階
に
到
達
し

た
先
駆
的
な
技
術
・
手
法
の
事
業
レ
ベ
ル
で

の
試
行
に
取
り
組
み
ま
し
た
【
写
真
７
】。

森
林
環
境
教
育
や
森
林
の

整
備
等
へ
の
国
民
参
加
の
推
進

　

学
校
等
と
森
林
管
理
署
等
が
協
定
を
結

び
、
様
々
な
自
然
体
験
や
自
然
学
習
を
進
め
る

「
遊ゆ
う

々ゆ
う

の
森
」の
設
定
・
活
用
な
ど
、森
林
環
境
教

育
に
係
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
や
フ
ィ
ー
ル
ド

の
提
供
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
【
写
真
８
】。

　

ま
た
、
自
ら
森も

林り

づ
く
り
を
行
い
た
い
と
い

う
国
民
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
と
森
林
管
理
署
等
が
協
定
を
結
び
、

国
有
林
野
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
森も

林り

づ
く
り

を
進
め
る
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
等
を
設
定
す
る

と
と
も
に
、
技
術
指
導
等
の
支
援
を
行
い
、
国

民
参
加
の
森も

林り

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

国
有
林
野
の
維
持
・
保
存

　

森
林
の
巡
視
や
清
掃
活
動
に
よ
る
山
火
事
や

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
等
の
防
止
、
来
訪
者
の
集
中

に
よ
る
植
生
の
荒
廃
等
が
懸
念
さ
れ
る
世
界
自

然
遺
産
地
域
等
の
森
林
に
お
け
る
マ
ナ
ー
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
く
い
虫
被
害
や
ナ
ラ
枯
れ
等
の
森

林
病
虫
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
地
方
公
共
団

体
や
地
域
住
民
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
伐
倒
駆

国有林野における伐採と造林の
一貫作業の実施状況

一貫作業システムの工程の一つである重機による地拵え
（関東森林管理局）

造林コスト低減に向けた検証のための、低密度植栽の
状況（九州森林管理局）

「遊々の森」における職員による森林環境教育
（北海道森林管理局）

シカの誘引捕獲のための給餌作業の様子と、地元の食
肉加工所でのシカ肉の加工例（北海道森林管理局）
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除
等
の
被
害
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
近
年
、
シ
カ
等
の
鳥
獣
に
よ
る
森
林
・

林
業
被
害
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
希
少
な
高
山

植
物
な
ど
他
の
生
物
へ
の
脅
威
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
野
生
鳥
獣
と
の
共
生
を
可
能

と
す
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
地
域
の
関
係
行

政
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
生
息
状
況
調

査
に
基
づ
い
た
個
体
数
管
理
や
防
護
柵
設
置
等

の
被
害
防
止
対
策
、
被
害
箇
所
の
回
復
措
置
等

を
組
み
合
わ
せ
た
対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま

し
た
【
写
真
９
】。

国
有
林
野
の
林
産
物
の
供
給

　

重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
た
施
業
の
結
果
得

ら
れ
る
木
材
の
持
続
的
・
計
画
的
な
供
給
に
努

め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
未
利
用
で
あ
っ
た

小
径
材
等
に
つ
い
て
も
、
安
定
供
給
を
通
じ
た

新
た
な
需
要
の
開
拓
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
平
成
27
年
度
に
は
、
４
０
９
万
㎥
の

木
材
（
丸
太
換
算
）
を
供
給
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
産
材
の
需
要
拡
大
や
加
工
・
流
通

の
合
理
化
等
に
取
り
組
む
製
材
工
場
等
と
協
定

を
締
結
し
て
国
有
林
材
を
安
定
的
に
供
給
す
る

「
シ
ス
テ
ム
販
売
」
や
、
民
有
林
と
連
携
し
た

木
材
の
協
調
出
荷
を
推
進
し
、
国
産
材
の
安
定

供
給
体
制
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た

【
図
３
】【
写
真
10
】。

国
有
林
野
の
活
用

　

森
林
浴
や
自
然
観
察
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
等
に

適
し
た
国
有
林
野
を
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
」
に
設
定
し
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
魅

力
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
、

地
域
と
連
携
し
て
環
境
整
備
や
利
用
促
進
の
Ｐ

Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
【
写
真
11
】。

国
有
林
野
と
民
有
林
野
の

一
体
的
な
整
備
及
び
保
全

　

国
有
林
野
に
隣
接
・
介
在
す
る
民
有
林
野
に

つ
い
て
、
国
有
林
野
の
公
益
的
機
能
の
維
持
増

進
を
図
る
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
間

伐
や
外
来
樹
種
の
駆
除
を
国
が
一
体
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
末
ま
で
に
、
10
の
地
域
に
お
い

て
森
林
所
有
者
等
と
森
林
管
理
局
長
で
協
定
を

締
結
し
、
そ
の
整
備
・
保
全
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

 

効
率
的
な
事
業
の
実
施

　

伐
採
、
造
林
等
の
事
業
の
民
間
委
託
や
情
報

シ
ス
テ
ム
の
活
用
等
に
よ
る
効
率
的
な
事
業
運

営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
適
切
な
森
林
整
備
を
通
じ
た
収
穫
量

の
確
保
や
コ
ス
ト
縮
減
等
に
よ
る
計
画
的
か
つ

効
率
的
な
事
業
の
実
行
に
努
め
、
平
成
27
年
度

は
92
億
円
の
債
務
返
済
を
行
い
、
累
積
返
済
額

は
３
０
５
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
へ
の
貢
献

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
、

地
域
に
密
着
し
た
国
の
出
先
機
関
と
し
て
、
地

域
の
期
待
に
応
え
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

被
災
し
た
海
岸
防
災
林
に
つ
い
て
は
、
生
物

多
様
性
の
保
全
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
平
成
27
年

度
末
ま
で
に
、
国
有
林
野
と
県
か
ら
復
旧
要
請

の
あ
っ
た
民
有
林
野
を
合
わ
せ
た
約
56
㎞
の
復

旧
に
着
手
し
て
お
り
、
植
栽
に
つ
い
て
は
、
企

業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
協
力
も
得
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
【
写
真
12
】。

　

ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
生
活
圏

周
辺
の
国
有
林
野
の
除
染
や
、
除
染
に
関
す
る

知
見
の
集
積
や
技
術
開
発
の
た
め
の
実
証
事
業

等
を
行
い
ま
し
た
。

システム販売による素材（丸太）供給量の推移

民有林と共同利用する貯木場（中部森林管理局）

レクリエーションの森での森林散策のイベント
（北海道森林管理局）

宮城県岩沼市の海岸の震災直後の
状況（上）と平成 27 年 11 月の状
況（下）（東北森林管理局）
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